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論　文　の　内　容　の　要　旨

　プログラミング言語は人間がコンピュータに命令を指示するために作られた言語であるため，コンピュー

タが曖昧さなく解析できるように設計されている。そのため，構文上の間違いは許されず，人間はプログラ

ミング言語の文法に厳密に従った文を作成しなければならない。また，プログラミング言語を使うためには

その言語に関する専門的知識を持っていなくてはならない。一方，我々人間が日常的に用いている自然言語

はプログラミング言語と比べて複雑ではあるが，文法通りに表現しなくても意味が通じることはしばしばで

あり，自然言語の意味は文脈に依存する部分も多い。しかも日常使っている言語であるため，特別な知識も

不要である。こういった観点から，コンピュータが自然言語を理解し，自然言語を用いてプログラミングが

できるようになれば，より多くのユーザがコンピュータに親しみを持つようになることが期待される。

　そこで本論文では，コンピュータに対する指示を広い意味でのプログラミングと捉え，自然言語によって

プログラミングを行う手法の一つとして「言い換えによるプログラミング」を提案している。言い換えとは，

意味を変えずにある表現を別の表現に置き換える処理であり，人間同士の日常会話では一般的に使われてい

る。この言い換えをプログラミングの手段として用いることで，プログラミング言語の知識を持たないユー

ザでもプログラミングができ，また，言い換えを通してコンピュータはユーザから自然言語に関する知識を

獲得できる。

　本論文は 5 章から構成されている。第 � 章は序論で，研究の背景，目的，関連研究について述べており，

本論文の位置付けを明確にしている。第 2 章では，提案する「言い換えによるプログラミング」手法につい

て述べている。自然言語によるプログラミングを自然言語から機械言語への変換とみなし，「自然言語通し

の言い換え」と「自然言語から機械言語への翻訳」という形態をとっており，言い換えと翻訳には事例ベー

ス推論を応用している。また，文章の編集，カレンダー作成の 2 種類の実験を行い，言い換えによるプログ

ラミングの実現可能性を確認している。第 3 章では，エンドユーザプログラミング分野への応用を考慮し，

前章で提案した手法に直接操作を加えることで，言い換えによるプログラミングを行いやすいような工夫を

施している。また，プログラミング経験のある人，ない人を被験者とした被験者実験を行い，言い換えによ
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るプログラミングへの直接操作の導入の有効性を確認している。第 4 章では，案内状の作成や数値計算のプ

ログラミングにも直接操作付きの言い換えによるプログラミング手法を応用し，自然言語を用いたプログラ

ミングの実現可能性を確認している。第 5 章では本論文の結論を述べている。

審　査　の　結　果　の　要　旨

　本論文では，自然言語の言い換えという概念を応用し，自然言語によるプログラミング手法を提案してい

る。また直接操作を応用することにより，プログラミングのしやすさを目指している。そして，いろいろな

種類のプログラミング課題を課す被験者実験を行い，その実現可能性を確認している。その結果，自然言語

によるプログラミングには，言い換えの概念が有効であること，および直接操作を導入することによりプロ

グラミングのしやすさが向上するとの知見を得ている。

　本論文の成果は自然言語を用いたプログラミング分野，ひいてはコンピュータによる自然言語理解や日常

言語コンピューティング分野に重要な指針を与え，有用な学術資料であると考えられ，本論文は博士論文に

値するものと認められる。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。




